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5/22 Pat Hutchings (Vice President)、MaryT. Huber (Senior Scholar)、
飯吉透 (SeniorScholar & K阻.Director)の各氏とミーティング
・カーネギーの現状について飯吉氏より説明
・松下より京大センターの活動について報告 ("Buildingthe Core in Faculty 
Develop皿ent")、コメントおよびディスカッシヨン
5/23 Rose Asera (Senior Scholar)、Chery1 Richardson (Research Scholar)、飯吉透、




・酒井より京大センターの活動について報告 ("OnlineFaculty Development: 





.1 Jennifer M. Robinson (Campus Instructional Consulting Director、次期ISSOTL
会長)、 RaymondSmith仏曲ocia旬 ViceChancellor for Academic A血 irs&
Instructional Support Ser羽田sExecutive Direc回)の各氏より、 IUBの教育支援
について説明、質疑応答とディスカッション
－ 296 － － 297 －
'2 Karen Hanson氏(Provost& Executive Vice President)より、IUBおよびインディ
アナ大学システムにおける教育支援について説明、 質疑応答とディスカッション
③ノースカロライナ大学チャペルヒル校 (UNC)
5/28 Teaching and Learning with Technology Collaborative (TLTC)を訪問・交流










カーネギー教育振興財団(TheCarnegie Foundation for the Adv阻田皿.entofTeaching)は、
SOTL (Scholarship ofTeaching and Learning :教育と学習の学識)を大学教育改善の理念と
しており、 sσrLの名の下に様々な活動を展開している。私は、 2008年8月まで 11年間理事
長をつとめたリー・シュルマン (LeeS. Shul皿an)の研究を通じてカーネギーの活動に興味を
もつようになり、 2007年にシドニーで聞かれたISSOTL(The International Society for the 




















































－ 298 － － 299 －
インディアナ大学は、全部で8つのキャンパスをもっ州立大学(Ind泊naUniversity Syste皿)
で、その中心的なキャンパスがブルーミントン校(IUB)である。 IUBは研究大学だが、他のキ
ャンパスは必ずしもそうではない。 IUBは、カーネギーの CASTL(Carnegie Academy fur the 
Scholarship ofTeaching and Learning)プログラムにおいて、“Expandingthe Scholarship of 
Teaching and Learning Co血血ons"をテーマとするクラスターのコーディネート機関をつと
め、 SO宜 4を実践する研究大学のコンソーシアム RUCASTL(Research University 
Consortium for the Advancement ofthe Scholarship ofTeaching and Learning)のリーダー
にもなっている(松下， 2008)0 IUBはまた、 ISSOTL2004 (第 1回大会)、 ISSOτ'L2009 
(第6回大会)の開催校であり、 Robinson氏はISSOTLの次期会長でもあるロまさに、 SOTL
実践の全国拠点、国際拠点といえる。
学内では、 Robinson氏は、 CampusInstructional Consulting (CIC)というユニットのディ
レクターである。 CICは、 IUBの教育支援サービス組織であるInstructionalSupport Se四四回
(ISS)の7ユニットのうちの一つであり、この7ユニットを束ねるISSの統括ディレクターが
R. Smith氏である。 Smith氏はまた教務担当の準副学長CAssociateVice Chancellor for 
Academic Affairs)でもある。K.Han田 E氏は、学事長(Provost)兼副総長(ExecutiveVice 
President)である(1)。つまり、学内のポジションでは、 Hanson氏 Smith氏Robinson氏と
いう関係にある。















大学システムにおいてPresident、Vice.P四sidentに次ぐ役職であるが、Provost& Executi刊 Vice-President 
であるHanson氏は、 IUBのトップ、インディアナ大学システム全体でも総長に次ぐポストにある人である。
(2)ノー スカロライナ州は面積約 14万km'、人口約840万人、関西は約2.7万k皿 2 、総人口 2100万人であ
る。






















2009年 1月24・25日には、 Huber氏、飯吉氏、 Robinson氏、 Prochaska氏を招鳴して、 「日






松下佳代 (2008)r相互研修型FDとSoTLJ W京都大学高等教育叢書26 相互研修型FDの
組織化による教育改善2007-4年間の活動の成果と自己評価 Jl 209-223頁.
(松下佳代)







Pat Hutchings (Vice President) Mary T. Huber (Senior Scholar) 
.SPECC、CID、Questについて
Rose Asera (Senior Scholar) Chery 1 Richardson (Research Scholar) 
'KMLの活動について
Olgaτ'rusova (Program Associate) Peter Spangler (Program Associate) C. 
Richardson 
.ランチ
M.T. Huber R. Asera 
C. Richardson O. Trusova P. Spangler E皿ilyCrawford (Administrative Assistant) 
.総括
※飯吉透 (SeniorScholar & KML Director) :全セッシヨン参加
Mary Taylorトiuber
飯吉透
C. Richardson R. Asera P. Spangler O.τ'rusova 
－ 300 － － 301 －
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2.インディアナ太学フルーミントン枝 (5/26) 
• Jennifer M. Robinson (Director， Campus Instructional Consulting) 
次期ISSOTL会長
• Raymond Smith (Associa旬 ViceCh阻 cellorfor Acade皿icA血irs& Executive Director of 
Instructional Support Services) @Franklin Hall 004 
. Karen Hanson (Provost & Executive Vice President) @Bryan 100 




Frank Prochaska (Executive Director)・HilarieNickerson (Program Coordinator) 
Laura Rogers (Program Coordinator)・FaithDabney (Project & Communication 
Manager) 
-ランチ (TLTCスタッフ+TLTCBoard) 
Ray Purdom (Director， U niversity τ'eaching and Learning Center， UNC Greensboro) 
Kathy Kyzer (Senior Manager for Academic Outreach， UNC Chapel Hil) 
SaIlie 1 ves {Associa旬 Professor，Department of Geography & Earth Sciences， UNC 
Charlotte (representing the UNC Faculty Assembly)) 
Carolyn Argentati {Ass田ia旬 ViceProvost & Deputy Director of Libraries， North 
Carolina State University (representing the UNC University Libraries Advisory 
CounciJ) 
Jim Sadler {Associate Vice President for Academic Planning， UNC General 
Administration (representing the UNC Division of Academic A血irs)
-ディスカッション (TLTCスタッフ+TLTCBoard) 
・ビデオ・カンファレンス (TLTCスタップ+TLTCBoard +迫力日)
Dr. Anna T. McFaddenωirectοr， Coulter Faculty Center for Excellence in Teaching 
and Learning & Professor， EducationaI Leadership and Foundations， Western 
C田'OlinaUnive四ity(WCU)) 
Dr. Sco悦 Si皿kins(Director， Acade皿yfor Teaching and Learning and Associate 
－ 302 － － 303 －
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Profe闘 orofE∞nomics，North Carolina A&T 8tate University} 
John Myers Unstructional Technology 8pecialist， Center for Teaching and Learning， 
University of North Carolina at Asheville佃NCA)}
Leah Kraus (Associate Vice Chancellor， Infurmation Technology 8ystems Division， 
University ofNorth Carolina Wilmington) 
• Closing Discussion 
TLTC staf. F. Dabney F. Prochaska L. Rogers H. Nickerson 
R.Purdom C. Argentati K. Kyzer 8. Ives 
J.8adler Video Conference (8. 8i皿kins)





















































・学内拠点:IUB.ISS (Instructional Support Services) 

















(a) Building the Core in Faculty Development 
今回の訪問に際しては、カーネギーの上級研究員でK阻 4所長でもあった飯吉透氏のアドバ
イスにそって、松下が日本のFDの状況およびセンターの拠点形成の概要と課題について、酒
－ 304 － － 305 －
井准教授がセンターのオンラインFDの概要と課題についてそれぞれ発表を行い、訪問先の人
々からサジェスチョンを受けられるように、スケジュールを組んだ (V-A-1参照)。































(オー ストラリア、ニュー ジー ランド)では、 facultyと.taffの両方を包含して“.taffdevelop皿ent"が使
われ、 facultyに限定する場合は、“academicstaff develop皿ent"や“academicdevelop皿ent"が使われる
ことが多い。



































(4)カー ネギー の人たちがよく引き合いに出すのは、カー ノレ・ワイマン(CarlE. Wieman)である。ワイマン
は、 2001年のノー ベノレ物理学賞受賞者であり、現在は、科学教育の草新に力を注いでいる(松下.2008)。
































(5) Boyer (1990)は、「大学は、公的方針ではテニュア審査は研究・教育・サー ビスの業績に依拠するとして
いるにもかわらず、実際は研究業績にのみ依存している」と批判していたが、その状況は現在も大きくは変化し
ていないということだろう。






CASTL (Carnegie Academy for the Scholarship of Teaching and Learning)は、 1998年
に開始された、カーネギーの中心的なプログラムである。 2008年8月まで理事長をつとめた
リー・シュルマン(LeeS_ Shulman)は、その前の理事長アーネスト・ボイヤー (EamestL_ 




Program (各大学における SOTL活動を支援する)に分かれていたが、 2007年に、前者は廃
止され、後者が、 InstitutionalLeadership Program (機関リーダーシッププログラム)と
Affilia旬sProgram (加盟校プログラム)の2つに改編された。インディアナ大学は、この機
関リーダーシッププログラムを主宰するコーディネート機関の一つである(松下， 2008参照)。



















(6)プログラムについての情報は、カー ネギー のWebベー ジ (h枕;p:llwww.carnegiefoundation.orgプprogra皿d
index.asp)から得ることができる。






















• Gallery of Teaching and Learning :ピア・レビューを経て洗練された事例のギャラ
リー。主にプロジェクト・メンパーによって制作されているが、誰でも閲覧可(http://
gallery_carnegiefoundation_org)。




























































用いられている表現ではない。 fFDコミュニティ」に関連する表現として、 SPECCでは、 FIG









なるのである。 (TheCarnegie Foundation for the Advan田血entof Teaching， 2008a， p.1) 
このように、 FIGでは、「探究の力 (powerof inquiry) Jと「コミュニティの力 (powerof 
community) Jが強調されており、また、教員の専門的発達、教育改善、そして研究が結びつ





































進ませることのできるグループリーダーJ(The Carnegie Foundation for the Advancement 
of Teaching， 2008a， p.4)である。つまり、彼らはFDを推進する中核的な存在といえる。




(Huber， 2009， p.40) 0 Teaching Commonsとは、「教育の研究と改革に取り組む教育者た
ちの多様なコミュニティが、日々変化する個人的・職業的・市民的な生活に向けて学生たちを
成長させていくために、教授と学習にかかわるアイデアを交換し利用しあう概念空間J(p. 35) 
のことである。この空間は、オンラインでは、カーネギーK阻 4のWebサイト Teachingand 































































ジェニファー・ロピンソン (JenniferM. Robi田 on)は、 SOTLの国際組織である ISSOTL
の協議会の議長 (ISSOTLBoard Cha廿)であり、次期会長にも選出されている。が、 IUB
においては、教育支援サーピス組織である ISSの中の 1ユニット CIC(Campus Instructional 
Consulting)のディレクターというポジションだった(当時)。彼女の直接のボスである ISS
の統括ディレクタ一、レイモンド・スミス (RaymondSmith)は、私たちのインタビューに















(14) r同僚モデノレ」と「専門家モデル」の違いについては、松下 (2008)で論じた。 POD(Prof回sionaland 
Organizational Development Network皿 E五gherEducationlは、アメリカの代表的なFDネットワー ク組織
であり、ファカルティ・ディベロッパー が多く参加している。今回の訪問でも、カー ネギー の理論や実践がPOD
流のFDへのオノレター ナティグを意識していることが確認できた。













Asera， R. (2008) Change and sustainlability: A progra皿 director'sreflections on 
institutionallearning・A田port企omStrenghening Pre.Collegia旬 Educationin 
Co血munityColleges (SPECC). Stanford， CA: The Carnegie Foundation for the 
Advancement of Teaching・
Boyer， E. L. (1990) Schollll曲ipreconsidered: Priorities ofthe professoriate. The 
Carnegie Foundation for the Advancement of 1ぬching. E. L.ボイヤー(1996)W大
学教授職の使命 スカラーシップ再考~ (有本章訳)玉川大学出版部.
The Carnegie Foundation for the Advancement of Teaching (2008a) Faculty inquiry in 
ac帥!I1:Guidelines 1or working toge必erto improve student learning. Stanford， CA: 
The Carnegie Foundation for the Advancement of Teaching. 
The Carnegie Foundation for the Advancement of Teaching (2008b) Strength四 ing
pre-collegiate education in community colleges: PJ岬町，tsummary and 
recommendations. A四 portfrom Strenghening Pre-Collegiate Education in 
Community Colleges (SPECC). Stanford， CA: The Carnegie Foundation for the 
Advancement of Teaching. 
Huber， M. T. (2008) The promise offaculty inq阻砂，:For teaching and leaz盟ingbasic
skils. A report f凶皿StrengheningPre-Collegiate Education in Co皿皿unityColleges 
(SPECC). Stanford， CA: The Carnegie Foundation for the Advancement of Teaching. 
Huber， M. T. (2009) Building the teaching co血血onsin higher education.京都大学高等教
育研究開発推進センター(編H国際シンポジウム「日本の FD の未来」発表資料集~ 39-43 
頁.
飯吉透 (2009)Technology-Enhanced Scholarship ofTeaching and Learningの推進:カー
ネギ一知識メディア研究所における過去 10年の成果を中心に」京都大学高等教育研究開
－ 316 － － 317 －
発推進センター(編) W国際シンポジウム「日本の FD の未来』発表資料集~ 89-92頁.
松下佳代 (2008)r相互研修型FDとSoTLJW京都大学高等教育叢書26 相互研修型FDの
組織化による教育改善 2007-4年間の活動の成呆と自己評価ー~ 209-223頁.
Shul血 an，L_ (1999) Talring learning seriously_ Change， 31(4)， 10-17_ 
(松下佳代)
－ 316 － － 317 －
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岡町21-3CI，21皿・
Building the Core 
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"Pre-FD" Workshop for Graduate Students (200  -) 
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3.4 Building the Core 
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3.5 Building the Core 
at National Level ji・
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( 1) TLT Collabora証明について









































Hilarie Nickerson {Program Coord血a旬。
Laura Rogers (Program C∞d血a旬，r)
Fai也Dabney{P珂ect&Commu凶国.tionM阻 ager)
・ランチ (τ'LTCスタッフ :4名+τ'LTC評議会 :5名)
RayPurdomωlirector， U出versityTea出時四.dLearning Center， UNC G慨 nsbo四)
Kathy Kyzer (se凶orM阻 ager伽 A四.demicOut目前h，UNC Chapel Hi1J) 
Sallie lves仏曲田恒飴Pro島田or，Depart皿entofGe由graphy&E町出Scien由民
UNCCharlo伽(田'pre田ntingthe UNC F田 ultyAs配血bly))
CarolynA唱団組.ti(As回国也V間 P師団t& Deputy Dire伽，rofLibraries， 
North Carolina S也飴U血四回ity(representing the UNC University 
－ 328 － － 329 －
Libraries Advi曲 ryCounciJ) 
JimSadler仏S8回ateVice President fur Academic Planning， UNC General 
Administratio哩(四'presentingthe UNC Division ofA阻 demicA血:irs))
・ディスカッション (TLTCスタッフ :4名+τ'LTC評議会・ 5名)
・ビデオ・カンファレンス (TLTCスタッフ :4名+τ'LTC評議会:9名)
Anna T. McFaddenω出由民Co叫.terF配叫防Cen町五orExcelle即 e泊Teaching阻 d
Learn皿g&Profes阻，Educational Leadership and Foundationι 
Wes七emC目白祖国U泊四国防(WCU))
Sco枕S国 kinsωirector，Academy fur Teaching姐 dLe町四且gandAs匝x:ia旬
Profe田町ofEcono四ics，Nl町也CarolinaA&T S個.teUniv町'sity)
JohnM拘置sUn世田tionalTechnology Spe四alist，Center ~注目町h時間dl点目ning，
U国四国防ofNorthC回目，linaat Asheville (UNcA)) 









































年は5112-14に開催)、 2∞8年で9回を数える。 2007年度は、約540名が参加し 140件の発表が





州、パージニア州などからの参加者も若干いるとのことである。 2008年のテーマは、「阻xIt Up! 
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約したサイトで、コンテンツを自由に検索し、各自の教育改善のために利用できる。執筆時におい
ての登録者1，752名でリソース数は2，697である。
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用している。 rBlackboardJ r遠隔教育J reラーニングにおける教授J r eラーニングにおける支
援J r教授の専門家J r図書館員J rオープン・ソースJ Pτ'LTの評価J rウェプのアクセシピリ




























































L 京都大学の高等教育研究開発推進センターの理念や活動などについて表 1にまとめた。 TLTC
は独自の思念を打ち出していないが、 17の多様なミッションをもっキャンパスを接続する組織であ
















































上位組織 事業財団 は規旗、ミ yションともに 大規摸研究大学
多様)




. Iiyl国弘 T.and Ricl祖rd曲>0， C.R. (2008). Promo佃19Technology-enabled胎lowledgeB凶M血gand
Sharing for Sustainable 匂enEdu皿tionalInnovatio田， Iiy'岨弘 T.and Ku皿ar，M.S.V. e也，
ιIpez泊19UpEdul四世・'on:Theα羽町田'tJ.，開 Advanamentof・EduI四tionThrough Open 'll配治nol<ぽy;






• KEEP Toolkit， http://cfkeep.org! 
• SourceForge， ht旬:11回 urceあ培e.netlprojects/keep旬。肱it1
• Sakai Project， ht七p:IIBakaiproject.orgl
(酒井博之)
－ 336 － － 337 －
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Online Faculty Development 
BUILDING THE CORE IN FACUιTYDEVEJιOPMENT 
Hi悶抑制 Sakai




Higher Education Network (2003-) 
• Online mulual FD po吋al
• To be a nalional・hub"∞n目 mingFD in Japan 





Database of Unive隠 ityClass Practices 
• Collection of good P聞d鴫 s(since 2003. 32 i幅ms)
Uo間同町d.田輯
v.同。usFD activ比l蝿








• Inlnoduclion 01 our currenl Online FD aclivilies 
個HigherEdu閣 tionNetwork" 
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Web-based Peer Review of Teaching 
(W-PRoT) 
• Class observation on the web (sin曲 2006)
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• To realize & to promote mutual FD on the web 
-Supporting d副IyFD activities 
-Respecting unique∞n恒xtof each individual 
-Providing supportive en叫ronmen也forcreating 
various col祖国r叫時間mmuniti闇
• To support ofIine FD activities 
-Connecting them to the onlina s:四回m




• KEEP Toolkit@CF 
E師、幅削Itymember国 ncreate own e-凹曲目。






-C陪副ngdi時間e∞mmunitieson the web 
-Enhancing in担問ctionsamong幅cultymembers 
A match for Japane碍 cultu陪?
1I:.t，. 21 
Problem8 to be overcome 
・“Dalabase01 UCP" &箇'Archive& Review" are uni-
direclional 
-Users cannot∞mmunicate with each other 
• Weak∞mmitmen也forW-PRoT ("ROMs") 
• Difficull 10 sha聞 p国cticesquickly and direclly 
-A11 i幅msa間 selec匝d/reviewedby由es回宵
叫ー
Five-Year Strategic Plan 
• Conlin，目。U8P問 cliceson W-PRoT 
-To increase the number of pa同clpan恒
To open the s戸恒mtoal univl園田it田 inJapan 
• Developmenl 01 new plalfonm 
P巾，toty問 (2008)
.Lo国lizingand cu曲『羽田lQcf KEEP Tolkil 
-Antiαpated launch date (2009) 
etc 
却
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(Knowledge Media Laboratory， The Camegie Foundation for the Advancement of 
τ'eaching)、インディアナ大学ブルーミントン校 (lndianaUniversity， Bloomington)、および



























－ 340 － － 341 －
この後、 Dr.Pat Hutching、Dr.Mary Huberが加わり、ミーティングが始まった。まず、
田中毎実センター長により、日本の高等教育、 FacultyDevelopment (以下、 FD)の状況に関






































τ'eaching and Leaming with τ'echnology Collaborative (TLTC)である。本センターのプロジ
ェクトの、特に全国レベルのネットワークに対して示唆を得ることが訪問の目的であったロ
TLTCのDirectorであるDr.Frank Prochaska、









































































































インディアナ大学の旗艦校であるブルーミントン校では、 O白血ofthe Vice Chancellor of 
AcademicA血Irsand Dean of the Facultiesが分割され、教員の任用や昇進などの人事および
教育活動を統括する O血.ceofVice Provost for Faculty and Acade皿icA血 lrSと学部生に対す
る教育の質向上を目指したFDを実施する O自由ofViceProvost for Undergraduate 
Edu団組onが協力しながらそれぞれSOTLを管轄している。 SOTL(Scholarship ofTeaching 
and Learning :教育と学習の学識)とは、カーネギー財団 (TheCarnegie Foundation for the 









1UB Evaluation I回国.ctional Division of Extended University Division 



















行っている。ひとつめは、ISSOTL(τ'heInternational Society for the Scholarship ofTeaching 
and Learning ・国際SOTL学会)への参加呼びかけである。 2004年の学会には、参加費免除
などの学務課の支援を受けた20名が参加している。このうち 17名は、ポスタ一発表や個人研
究発表を行っている。
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近国政博 (2007) r研究大学の院生を対象とする大学教授法研修のあり方J W名古屋高等教育










和賀崇 (2003) rアメリカの大学における大学教員準備プログラム ファカルティ・ディベロ
ップメントとの関連に注目してJ W大学教育学会誌~ 25(2): 83・9.
(斎藤桂)




2008年 10月 11日から 20日のH程で、私たちはカナダの地を訪れたo 訪問目的は、東部モ
ントリオールにあるマギル大学 (McGillU niversity )の TLS(Teaching and Learning 
Services)の訪問と交流、および中部エドモントンで開かれた ISSOTL2008への参加と発表










10116~ 18 ISSOTL 2008への参加と研究発表
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2. FDのコンテクストとインパクトのレベル
--1SS0TL 2∞8: In切m杭ionalPanel“A Faculty D・V lopme川 Fram開明k
Identifying Contexts and Levels of ImpactW報告ー
2-1.はじめに
カナダ・エドモントンで開催されたISSOTL2008において、私は、カナダ・マギル大学の
Prof. Cynthia Weston、JulieTimmermans (Ph.D.Candidate)、スイス・ローザンヌ大学










A FacuIty Development Fra皿eworkto Capture the Impact of Our Work 
Faculty development work臼o庇enrep出 sentedby ca旬goriesof activity， such as 
workshops， projects， or committee work. Faculty developers at three universities金om
diverse parts ofthe world (Canada， Switzerland and Japan) use a framework to 
capture faculty develop皿.entwork in a different way -spheres of infl.uence and levels 
of impact. This仕a皿.eworksigni五皿ntlyalters the way we conceptua1ize， analyze， and 
prioritize our work and may be a useful tool for colleagues in si皿ilarcontexts. 
(大会プログラムωp.70より誤植を修正の上、抜粋)
国際パネルのタイトルは、当初は、上記の“AFaculty Development Framework to Capture 
the Impact of Our Work"だったが、当日は、パネルの意図をより明確に表現するために、“A
Faculty Development Framework: Identifying Contexts and Levels of Impact"に変更され
た。 3人が facultydeveloperと紹介されているのは聴衆へのわかりやすさのためだろう。私
自身、自分を facultydeveloperとして意識したことはないし、一方、 CynthiaもDenisも大
(1)大会プログラムは、以下のWebペー ジからダウンロー ドできる (2009年2月20日取得)。
htp:/，畑ww.indiana.edul-issotl08IProgra皿 pdf








る。また、 Denisがセンター長をつとめるローザンヌ大学の Centrefor Teaching Supportも、
その仕事は主に学内に限られているが、彼自身はICED(The International Consortium for 






















センター を訪問した際 (2氾08年8月)、自らを rfaculty developerというよりはむしろeducationalde刊 loper
だ」と語った。なお、日本で彼らが行っているのは、I岨目。レベノレに位置づけられている CDTW(Co世田Design
& Teaching Worksh叩)である。
(3) faculty developmentとeducationa1develop皿.entの違いについては、 Taylor& Colet (in p四回)を参照。





























.CDTW(Co旧国eDesign & Teaching ・公開授業・検討会
Workshop) 
・コンサルテー ション など


















. Associate Director 。
. Academic Professional 
Associate 
. T eaching Consultant 
. Administration & 


























































































ハンドアウトの枚数などの指定があり、 3人ともそれにそって報告した。 "BuildingFaculty 












































Taylor， L.& Colet， N. R. (in press). Making the shift仕omfaculty develop皿.entto 
educational development: A conceptual企'ameworkgrounded in practice. In A. 
Saroyan and M. Frenay (Eds.) BuiJding teaching四ipaロtiesin universi白ies:From 
facuJty deveJopment to edu，倒的'naJdeveJopmenιSterling， VA: Stylus Publishing. 
(松下佳代)










Ins甘tutionalConl政 tand Nature IfIL 
.L.a唱er芭醐同1uni時間I旬(5No出IPri語 laur匝出話)







Na甘onalHigher Education伽 t剖 (1)Ifl. 
• Ja同nhas 765 un阿柑苗(2008)
-N.出国l目86【11.2%)
-Publ~ (P槽俗曲』団l町 Mun旧同1):90 (11.8%) 
一pr咽惚回目9(77.0%) 
. Arriv凶 .t肋es国geof uni四国I.a:e盟問田市2000s
-unlver咽田 49.1%
HEin岨加価s高臨inI:白1(20圃)
• Gr，剖u.ld岡田且inthe num出rof new ent同n恒




National Higher Edu国 ionContext (2~) Ifl. 
.Q岨litya田U同n田 h昌国en由ilting:
• adm国 on" 9国duati田 (e.g.G臨d岡崎。
. Ref加nsof higher岡山沼世間
• espedally sina 19回s
• Facu町d酎曲pmlD:(田)咽sintr園田dand甲問調d
u岡.，甘奮闘Klershipof the聞n固 yof回ua蜘n
• FD醐 s1司IS園陸dat undergr，圃ua抱幅四Iin 2凹7
• Hlgher剖U曲目。nalpol同h.s開田ntly由.n自国 l也focus・0門yoom凶 tlon
-・自国岡田町f田mpE描出und剖 labo回目。n
4 





• R四唱町田園 In却田? ? …
－ 362 － － 363 －
Ⅴ－B－１. 付録１













Activi甘笛Basedon Our Framework (3) tI. 
.ωlIa岡市町田 FDPlanning WG (as an example) 
-0咽.ni罰岨冊目 4uni時間町田+FD Pilot曲JdyIns百回目。ns
+'"才百erafiliates 









・Showy<刻 Inmo陪 detailthe progr僧笥
17 
陶田圃同隠岨町。.帽担割w・時A・d前崎明
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Ⅴ－B－１. 付録２
資料2
ISSOTL 2008， Edmonton 
Kyoto Univ・rsity
Center for the Promotion of Excellence in Higher Education 
Kayo Matsushita， Professor 
National HiロherEducation Conte叫
• Japan has 7百5universities (te同iary-typeA) (声00喧)
-National: 86 (11.2%) 
-Public (P憎fecturalor Municipal): 90 (11.8%) 
ーPrivate:589 (77目。%)
• Ar同vedat the stage of universal access in early 2000s (universities 49.1 %; HE institutions 
in total 76.8%) (2008) 
・Decreasein the number of new entrants because of the decrease in the ∞hort population 
andin胞nsified∞mpetitionbetween unive陪itiesfor students (management crisis in private 
umve陪耐es)
• Quality assurance has been shifting from the point of admission to the point of 9悶duation
(e.g. Ga加 shiryoku目 competences陪qui陪dfor bachelor's deg聞e)
• Reforms of higher education have been implemented especially sin関 1990s.Faculty 
development (FD)糊 sintroduced and sp陪adunder the leader百hipof the Ministry of 
Education. FD was legislated at undergraduate level in 2007 
• Higher educational policy has 陪飽ntlychanged i恰 focusfrom mere∞mpe叫tionto a 
balan偲 of∞mp凶tionand collaboration between unive悶 ties
Institutional Context and N冨ture
• Large陪 searchuniver宮ity(five Nobel Prize lau開制es)founded in 1897 
・10faculties目 IntegratedHuman Studies， Letters， Education， Law， E∞nomi岱
Sロence，Medicine， Pharmaceutical Sc剛健s，Engineering， Ag同cultu陪
・23，000students (Undergraduates 13，500 + Graduates 9，500) 
2，900恰achingstaff (+ 2，500 non-teaching staf) 
Our Center (Structu陪 andStaf) 
• One of43 r曹searchinstitutes & center冒atKyoto University (KU). Instead of being affiliated 
with central administration， we a陪 assistingthe Faculty Development Committee， which is 
responsible for FD at KU目
• Established in 1994， and enlarged and陪咽rganizedinto the p陪sentcenter in 2003 
・Th陪erather independent divisions: 
ーDivision1 (Higher Education Research & Development) 
圃 Division2 (Core Curriculum Design) 
ーDivision3 (Information & Media Studies Design)目
• Sta宵engagedin FD is affiliated with Division 1， which consists of three research fields 
Teaching Methods， Curriculum， and Assessment & Evaluation目
Our Center (Missiロnand Proiectl 
• Mission: To promote and organize Mut，四IFaculty Development 
SS , ont
t ni e i  
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lo nt ) wa  ntroduc  re  r e rs i  f ini t f
ducati .   e i a e t r r t l  . 
i r ucati l li rece tl  ts o  rom er  co ti io    
l ce f co eti io   l a r t o w i rsi ie . 
ti io l ont xt  a  
 re  i rs  iv  obel ri reat ) ou  
•  l e : e   t i , t , ucati , w, co ics 
ci , edi i , ar aceutical ience , gi eri , gri l re 
• ,  t r t ,  r t , )
,  te i  t ff ,  - i f) 
ur ent r t t re  t ID 
  e r  t tu   t rs t t niversit ). n e f i ff liate  
i ntr l inistr t o ,  re si t n  cult v l nt mitt , hi  
si l r  t . 
st l sh  ,  l g  reo z   re t t r  
• re  r nd t i i : 
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ur ent r i sio   r j ct)
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Ⅴ－B－１. 付録２
資料2
• Targel Audiences: Facully members (including graduale sludenls as fulure facully 
membe陪)
・ThePresenl Projecl: "Building Ihe core in facully developmenl" 
ーDuralion目 2008-2012
・Granl目 Five-yeargranl lolalling 5 million US$ from Ihe Minislry of Educalion 
-Goal: To build FD nelworks， bolh off-line (face-Io・.face)and on-line， alinslilulional， 
『芭gional，nalional， and inlemalional levels and 10 funclion as ils co陪
Our Framework and Terminoloロv
• Key Conce同目 M叫ualFacully Developmenl 
*中acullyDevelopmenl (FD)" in a broad s嘩nse，including educalional improvemenl 
• Our Ideas: Facully developmenl based upon mulualily (between sluden也 andteacher， 
between抱山Itymembers， between HE in副社叫ions)







• Building FD nelworks at four levels 
/ 
What is mutuality? 
-Inslilulional (Individual-Facully 1 Departmenl -Unive隠 ily)
-Regional 
-Nalional (Qff-line， On-line) 
ーInlemalional
*Each level of nelwork has ils own slruclu陪 andchallenges日
・KansaiFacully Developmenl Associalion (al regionalle四 1)
-Goal: informalion-sharing &∞lIaboralion belween a wide specl問mof HE inslilulions 
-Affilialion: 109/211 unive陪ilies& junior colleges 
-Aclivilies目 KnowledgeSharing WG (Working Group)， Joinl FD Implemenling WG， 
Collaboralive FD Planning WG， Public Relalions WG， Research WG 
• Collaboralive FD Planning WG (as an e湖 mple)
ー01冒anizalion:4 universilies + FD Pilol Study Institutions + other affiliates 
-Goal: To lackle particular issues on sludenl leaming in collaboralion and 10 build a 
communily around it
e.g.， 1∞py & pasle" problem (mo陪 generally，Ihinking and wriling in sludenl 
learninω 
-Procedu阪 communitybuilding→ pilot study→making public→expanding 
r t udi s: cu t e ber  in lu n t t t  t lt
rs) 
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3_ ISSOTLにおけるポスター セッションの報告
{Web-based Class Observation Practice for Mutual Training of University Teacher冨)
ISSOTLにおいて、Web公開授業実践に関するポスター発表rWeb-basedClass Observation 
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Ⅴ－B. 付録２
Web-based Class Obs町田tlonP悶 ctlcefor Mutual Tralnlng of Unlverslty Teache問
Hiroyuki Sa同i，Ph.D 
白町包rfor 1f11! Promot1on of El田Il!n館 inHighl!r回 ucat1on，kI刊旬 u"糖国t'(，Japan 
sakai@lz凪 mb皿 m叫"旬。加制 ilCJP
A尉:rnr;:J
iliInIill刷 l 飽円値F包・'"雷、e 伽値"'"聞"""'"曲e 踊僧L:'~縄国 α~'!.IO:;!'~咽由'"開旬開
lll:l咽ilI問問岡市rnGD::闇四国fr.l'i'IIIffi田岡山闘目白咽b開::.b"'ll.i・白鴎r.I(.I"I1j・
1 ~..i"t'J~~I~1I開圃"'"也ï."T'l副ucatlon.t桐畑'"帥附句!lXlj"'1"Em;rn'r;t'回'"町喝
関mmunityof d蜘。庁晴'"舗由耐 u叩岡"'聞陪陶旬-町"'開 引而'"‘町威血DllIC町旧'"回.刷u由。同而調楓肘同d帽 m凶陪旬
u叩CE闇"'"'剖噌脅"'"悶円歯d宵冊"'"箇醤"'"副昨防E由l畑-畠.錨雷 w 岡lIlU'l園円 d
=民e悶u岨包胞凧CIJiJ聞 n憎""包a倒』錨陥n稲勉b悶間""'"掴 t憎 l川n憧'""峠企 、訓川畑酌醐'"噌嘩"'陥"'"酎由1':!33回g
""'"開園町也九柏町四n・傭1m唱・ M闘~I~胎""旬""悶"'"脚色・・rn'1
T岡山~悩lliIm醐 ・e畑m箇喝同町・目劇団，・M・附柏町旬・t・m町t':'miI
幽ゆ"""僧r:"!'I'!'!陣白畑錨恒"""・-凶ngW-c:DS InIhI! Ilst ・a・~髄v ・陪"""舗凶加
























































An!田 mpleaf諭IelHla輯 dOals Observ司，.
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eb- d l  ervation ra tice  ut l r i ing f ni ersi rs 
i  kai, D 
Centl!  r thll! ti f xa!lh! ce  i ll!  Ed c ti , Kyoto UnlVl!rsity, 
i lz04. box. edia.kyoto-iJ.ac.jp 
bstract 
The prlnclJHl  CDnDl!!pts and '!h  Interim results of th  Web-billed a_ bservetIon 5ysI2m 
(W-C05) IV raportlld In this pruentat on. W-COS has blNln daveloped by the Centra for the 
Promotion of ExcelienOll In Hlihar Ed cati  at Kyoto UnMilrslty to orpnlle In o line IetIrnl"l 
gg munit  f OrMstiI; niYan;ity wlchan;. This .sysWm enlbln l thoriR  ITlIImb.rs to 
UplOid dUilI-synchronlH  movlllS of thlr clisses 50 thit thay Cim lscui5 thlm with othllr 
memb n; tlfrzr.,. In onli e discussio  forum vIII thl!! Internet. Vlewlna: the vldeotloped ems 
and discussins it, th.., u  _hlnp idA,ilnd know!.d .. to improve thir tnchilll. 
wo cllss observation prwctlc.1 -I cillo 1lILllht by. nOYiOl, Ind another by. eBchr with 
experienDl!! of open clllls telchrnl- usi  CO   t e li t ICldemll: year Ire discussed In 
"this pnlMnWtion. In both CiseS. after the teach.n; ra  ilttllntlon to .. llIIIiInt points. 
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－ 368 － － 369 －
4.マギル大学TLS訪問および ISSOTL2008参加
4-1.はじめに
本節では、ケベック州モントリオール市のマギル大学TLS(Teaching and Learning Services， 
McGill U niversity)訪問と、その後アルパータ州エドモントン市で開催されたISSσrL(The 































はさみつつ、おおよそ半日をかけて、 ISSOTLにおける Int四 nationaIPanelに向けた事前ミ
ーティングとディスカッションを行った。ここでは、各発表についてTLSのスタッフや博士課
程の院生を交えて活発な議論がなされ、今回の訪問の大きな収穫となった。
－ 368 － － 369 －
4-3. ISSOTl2∞8参加 (2008年 10月16-10月18日)
ISSOTL2008では、松下佳代教授・CynthiaWeston教授らによる InternationalPanel (“A 





























1.ドゥニ・ペルティオム (Denis Berthiaume) 氏
(Direcω，r. CeI山efor Teaching Support. UniversIty ofLausanne. Switzerland) 
0京都大学高等教育研究開発推進センター訪問(平成20年8月16日)
－ 370 － － 371 －
2.飯吉透氏緩
(Senior Scholar， The Carnegie Foundation for the Adv四国mentof Teaching， USA) 
0京都大学高等教育研究開発推進センター研究会(平成20年8月28日、於:京都大学)
rF恒也且gGrist and Inspira姐onfor the Next Pedagogical InnovationJ 
※現在、 E均回目Stre:担gist.0盟国ofEdw岨加nalInno'四包皿andTI田，bno!ogy.Ma園田h. 田畑Ins包tu'担。fTechno!ogy. 
USA. 
－ 372 － － 373 －
3.ピー ター ・スパングラー (PeterSpangler)氏




rThe KEEP Toolkit : Educational Knowledge Sharing Technology J 
－ 372 － － 373 －
4.マリー ・フランソワー ズ・ファヲー ポネ (Marie Francoise Fave-Bonnet) 氏
(Professor， Paris X. Nanterre University， France) 
0京都大学高等教育研究開発推進センター研究会(平成21年2月4目、於:京都大学)
rBologna pro国田血appfi，団組on担 France，and，血partiCl血r，teaching and learning 
a田町四国」
(石川裕之)
－ 374 － － 375 －
V-D. 国際シンポジウム
--The Future of Faculty D・V・10開聞tin Japan: 





























－ 374 － － 375 －
特別教育研究「大学教員研究研修のためのモデル拠点形成」プロジェクト発足シンポジウム



























－ 376 － － 377 －
第 213 1月 25日(日)











































Day 1 January 24 (Sat) 
句 eningAddress: 
Shinichi Mizokami (CPEHE， Kyoto University) 
Congratulatory Speech: 
Hiroshi Yoshimoto (Ministry of Education， C叫ture，Spor包， Science and Technology) 
Shuzo Nishimura (Executive Vice-President， Kyoto University) 
句 eningRemarks "B世1出ngtheCore血FacultyDevelopment": 
T即時四Tanakaωirector，CPEHE， Kyoto University) 
Building the Teaching Com皿.onsin Higher Education 
Mary Taylor Huber (The Carnegie Foundation for the Advancement ofTeaching) 
<<Break>> 
15:45-18:15 Building Faculty Development Network 
Building Faculty Inquiry Networks to Support Teaching and Le町国ng
Jennifer Meta Robinson Und祖国Univers:町 IISSOTL) 
FD Network ''Tubasa"; an Extension ofthe Regional FD Network， “'Juhyo" 
Takaharu Oda (Yamagata University) 
Bu姐也ngMul姐・LeveledNetworks ofFaculty Developent 
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------------------------------«Break»------------------------------
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Day 2 January 25 (Sun) 
Faculty Develop皿.entwith Technology 
Promoti且gthe Technology-Enhan田 d Scholarship of Teachi且g and 
Learning: The Last Decade of Work at the Carnegie Knowledge Media 
Laboratory 
Toru liyoshi (Massachusetts Institute ofTechnology) 
Supporting the Scholarship ofTeaching and Learning through Faculty 
Development: FacuIty Development with Tech且ologyin the U:国.ve四ityof
North Carolina System 
Frank Prochaska (University ofNorth Carolina) 
How to realize皿utualfaculty development ouIine 
Hiroyuki Sakai (CPEHE， Kyoto University) 
[Moderaω，r2) 
Aya Yoshida (Waseda University) 
13:30-16:00 Who Promotes FacuIty Develσpment? 
Wrap-Up 
Supporting the Scholarship of Teaching and Learning thr叩 ghFa四 lty
Development 
Mary Taylor Huber 
The Four Actors in the Promo旬.onofFD
H位。akiSato (Ehime University) 
Formation of a Faculty Development Community and its Role 
-Questioni且gthes詔百五曲目eof“Organizational Faculty Development" 
Yusaku Otsuka (CPEHE， Kyoto University) 
[Modera.ω'r 3) 
Tatsuya Natsu皿.e(Nagoya University) 
<<Break>> 
16:15-17:30 Reports by the moderator from each session 
Session 1: Kat四 hiroEngetsu 
Session 2: Aya Yoshida 
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いては rProjectsJに記載した。なお、 rProjects StaffJは、パンフレットを作成した2008
年5月時点のものである。本パンフレットは、 2008年5月のアメリカ訪問、 2009年 1月の国
際シンポジウムといった海外の研究者、研究機関との交流時に配布した。
(河崎美保)
－ 380 － － 381 －
Ⅴ－E. 付録１
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Ⅴ－E. 付録１
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